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自己紹介
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野村 典文（ノムラ ノリフミ）

 業務内容
• 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社のコンサルティン
グ部門の責任者

• 未来技術研究所 事業創造シニアプロデューサ
• デジタル分野での共創ビジネスの企画、実装のコンサル
ティングに従事

 専門分野
• デジタルビジネス戦略
• デザイン思考、要求工学、アナリティクス

 プロフィール
• 博士（数理情報学）、技術士（情報工学部門）
• 早稲田大学 非常勤講師



伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（略称CTC)
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 シリコンバレーで25年以上のR&D実績（米ベンチャーとの関係作り）

 250社のマルチベンダーとのパートナーシップ（商社DNA）

シリコンバレーで

25年以上のR&D実績

250社の

マルチベンダー
パートナーシップ

売上収益4,078億円
（2016年度実績）



超スマート社会とは（Society5.0）
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ヒト･モノ･車
位置情報

映像情報

医療情報

 社会全体がデジタル情報で写像化されたプラットフォームのもとで、

社会課題を解決する超スマートなシステムが次々と生み出されていく社会

Society1.0、Society2.0、Society3.0、Society4.0、Society5.0
狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会、超スマート社会

地球環境
情報

衛星観測
情報

基盤技術
AI,ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ処理技術

ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ等異業種間
データ流通促進

３次元
地図情報エネルギー

需給情報

●知的財産戦略と国際標準化の推進
●規制･制度改革の推進

●能力開発･人材育成の推進

共通的基盤機能

データベース

スマート･フード
チェーン
システム

統合型
材料開発
システム

新たな
サービス

おもてなし
システム 地域包括

ケアシステム 防災・減災
システム

スマート
生産システム

地球環境情報
プラットフォーム ものづくり

システム
エネルギー

バリューチェーン

高度道路
交通システム

インフラ維持
管理システム

①基盤技術となる、AI、ビッグデータ解析
技術、サイバーセキュリティ技術等の強化

②各システムの高度化に資する
データベース構築と利活用

③将来のシステム連携に備えた
通信インターフェース（API）、
データ流通の検討

（内閣府「Society 5.0実現に向けて」を元に編集）



超スマート社会とは（ビジネスが変わる）
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リアルな「もの」や「サービス」を「デジタル化（非物質化）」することで新

しい事業価値が生み出され、文化、産業、人間のライフスタイルを一変させて

いく社会。

車(タクシー） UBER

部屋(ホテル) Airbnb

お金(紙幣) BitCoin(仮想通貨)

Webオークション メルカリ

本 キンドル(電子書籍)

重要なポイントは 顧客体験(UX)✖ビジネスモデル



超スマート社会とは（技術が変わる）
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高速通信、
デバイス、クラ
ウド、分析
（AI)

出典：日経コンピュータ「デジタルビジネストレンド」を参考

Society5.0

循環型社会
システム

Industry
4.0

 第四次産業革命

データ
（デジタル化）

EC

 商品探索
プロセス

SNSや
ブログ

 個人が発信する
多様なデータ

交通系
ICカード

 電車の
移動履歴

HEMS
 エネルギー

消費量履歴

ヘルスケア
デバイス

 健康状態
GPS

 車や人の位置

IB/ATM

 決済履歴

リモート
センシング

 環境、災害各種
センサー

 機器や構造体
の状態

RFID
 モノの運搬

ライフログデータ

センシングデータ

「データ」×「テクノロジー（「多様なデバイス」×「つながる」×「分析」）」
重要なポイントは データ (データは21世紀の石油である)



破壊されていく
産業/事業

超スマート社会で起こる変化（破壊）
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 破壊(ディスラプション）
「デジタル」×「ビジネスモデル」で既存企業や産業を破壊する

 事業領域が再定義
テスラ(EV車⇒分散電源(蓄電池））、ダイキン（空調機⇒快適な温度の部屋）

time

P
e
rf

o
rm

a
n
c
e

デジタルテクノロジーの勃興

現在位置

破壊が起きる



これまでの社会との違い
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テクノロジ

デジタルビジネスの競争力従来ビジネスの競争力

既
存
大
企
業

豊富な研究資金

￥

ブランド、
顧客基盤、営業力

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
ス
ラ
プ
タ
ー

テクノロジーの壁

顧客の壁

リーンスタート
アップ

・アジャイル

新たな価値
（顧客体験）

顧客の壁

テクノロジーの壁

Agilithy：ビジネスを生み出すスピード(ソフトウエア）
Connectivity：ビジネスの広がるスピード(情報の伝達の速さ）
Divercity：ビジネスの多様性(今までの異業種が入り乱れる）



超スマート社会に求められる新たな仕組み
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オープンイノベーションの全体像

【米 国】【日 本】

①ビジネスモデル

②エコシステム
（プロセス、組織、役割）

③プラットフォーム

マッチング

ベンチャー
キャピタル

センサー

制御系

API

API
外部クラウド

アプリ

ベンチャー
キャピタル

①
ビジネス
モデル

今までとは違うビジネ
スモデル（顧客価値を
上げ、収益を得る方法）

②
エコ
システム

企業、大学、ベン
チャー、公的機関の
エコシステムを作る

③
データ
プラット
フォーム

データを収集し、高度
な分析を可能とするア
ナリスティック、AIの
基盤

ベ
ン
チ
ャ
ー

オープンイノベーション（実験とリスクをいとわない文化）
オープンイノベーションには３つの要素（①ビジネスモデル、②エコシステム、
③プラットフォーム）が必要になる。

ベ
ン
チ
ャ
ー

サービス



超スマート社会における課題
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データ品質、データ保護、
データ流通

サービスの全体品質の保証

規制の緩和、制度の変更

人材育成

＜データ品質＞
データの品質は誰が担保するのか。
データ改ざん、データ信憑性、データ偏り

＜つながる世界＞
複数つながったシステムのトラブルは誰が
解決するのか、誰が責任をとるのか

＜規制の世界からの抵抗＞
情報保護(GDPR:EU加盟国）、金融緩和
(Fintech)、既存権益(タクシー、旅館）か
らの抵抗

＜デジタル時代の教育＞
・データ活用力(数学、統計学、AI）
・ビジネスデザイン力(洞察力、創造力)

日本がデジタル社会を実現していくためには、「データ」、「システム」、「規
制・制度」、「人材」の課題を解決していく必要がある。



求められる人と組織（シリコンバレー企業の形）
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既存の「綿密な計画」と「ヒエラルキーの意思決定」を中心とした組織では、
スピーディに変化するデジタルビジネスに追い付いていけない。

⇒ フラットでオープンな集合体

柔軟な対応／アジャイル

マスカスタマイゼーション

創造性重視

体験思考

自律

感情・共感

ソフトスキル

多様性

責任とKPIによる縦割り組織

綿密な計画／ウォーターフォール

マスマニュファクチャリング

効率性重視

モノ思考

コントロール

理性・理解

専門知識

画一性
伝統的な大企業が創って

きた人、組織
シリコンバレー企業が重視

している人、組織



求められる人と組織（重要なコンピテンシー）
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 新たな人に求められるコンピテンシー要素は、大きく4つある。
 しかし、すべてを「個人」で身に着けることは難しい

Technology

TECH

CUSTOMER

DATA

NET

Information

Net

データに基づく意思決定

顧客体験のデザイン

ビジネスへの先端技術の適用

社内外の有識者とのコラボレーション

New Talent Drivers

Customer



求められる人と組織（デジタル社会に向けたチーム編成）
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 「デザイナー」×「エンジニア」×「データサイエンティスト」のチーム編成

※全員に「顧客体験を理解する力」とお互いをリスペクトする姿勢が重要

ビジネス
デザイナー

デジタルビジネスの企画･推進
・ビジネスデザイン力、
・顧客体験デザイン力
・コラボレーション力

エンジニア

デジタルを活用した仕組みを
設計・実装
・技術力

・顧客体験理解力

データ
サイエンティスト

データから社会課題やビジネ
ス高度化の要素などを導出

・データ分析力
・顧客体験理解力

Net
Customer

Technology
Customer

Information
Customer



人材を創るための産学連携のご提案
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◆企業の持っている実務データに関して大学が使える環境を整備
⇒大学が実務データを使うことでビジネス課題を実践的に分析

◆実務データを活用した共同研究により企業側にデータサイエンティストが育つ

Ⅰ. データサイエンティスト：実務データの活用環境をクラウドで整備

◆創造的なディスカッションの場（空間）とプログラムを企業、大学で整備
◆デザイン思考、アート思考を取り入れたプログラムを大学、企業で共同開発

Ⅱ. ビジネスデザイナー：イノベーティブな人材を創る場を企業、大学で整備



産学連携による人材育成の仕組み（データサイエンティスト）
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CTC

産学連携ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

ユーザ企業 大学

•利用環境提供(認証、ｾｷｭ
ﾘﾃｨ、ｺﾝﾃﾝﾂ管理）

•データの保管

•分析環境(SAS,Tableau,

AI,R言語、Python言語)

•実務データの提供

•企業課題解決の共同
研究

• ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ受入による
人材確保

•大学院大学へ派遣

教育・研究用
途限定での
データ提供

就 職/
ｲﾝﾀｰﾝｼｯ

ﾌﾟ

大学院

オープンデータ
利活用促進データを使った地域

活性化提案

国

地方自治体

SINET
接続

データ整備
個別環境
整備

•実務データの活用

•研究ICT環境

•大学発ベンチャー

◆産学連携クラウド

 企業の持っている実務データに関して大学が使える環境を整備

 ビジネス課題を企業側が提供．共同プログラムによるデジタル分野の共同研究
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産学連携による人材育成の仕組み（データサイエンティスト）

➀ 事業の理解
➅ 展 開➄ 評 価

➁ データの理解
➂ データの準備 ➃ モデリング

引用：CIOハンドブック 改訂5版 野村総合研究所

問題点、
仮説設定

データ提供、現場担当者との合意形成、
案件コントロール

業務への
組み込み

効果検証

仮説検証手順の
提示

データ分析手法の決定
業務施策の提示
（業務設計）

効果検証

対象データの
明確化

データモデルの構築
業務施策の検証
（確認・報告）

システム化要件
の提示

データの構造、
内容調査

分析結果確認データ成形

統計
分析

最適化見える
化

予測・
判別

企業

◆データサイエンスのプロセスを共有

 お互いの得意分野を組み合わせることで，今までの課題を克服する．

大学
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大・中
分類

小分類 説明

連
続
的
デ
ー

タ
の
活
用

モノのデータ
モノが発する間断ない大量データをセンサーなどにより収集し、処理・分
析して、他の業務やビジネスで活用する

人のデータ
人の活動や行動、人流などをセンサーで収集・分析し，他の業務やビジ
ネスで活用する

コ
ン
テ
ン
ツ
の

デ
ジ
タ
ル
化

画像・映像・音声の
デジタル化

画像・映像・音声などのデジタルデータを複合・編集・変換
することにより異なる付加価値を生み出す

有形物の
デジタル化

有形物の形状を三次元データに変換することで、構造分析、シミュレー
ション、製造・復元などに役立てる

デジタルコンテンツ活
用基盤

散財するデジタルコンテンツの集約・保管・流通・再利用・供給を支援す
る

無
形
価
値
の

デ
ジ
タ
ル
化

経済的価値の
交換

金銭と同様の価値または特典や便益を仮想で交換する

付加価値データ
の有償提供

希少価値や有用性の高いデータおよび情報を有償で提供する

出典：ITR

産学連携による人材育成の仕組み（データサイエンティスト）
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産学連携による人材育成の仕組み（データサイエンティスト）

データ基盤／AI学習基盤／AI開発基盤、推論実行までの
AIプラットフォームの設計・管理者

Platform 
Engineer

推論エンジン
生成

AI学習サイクル AIアプリケーションサイクル

開発 モニタリング推論実行学習データ収集 データ蓄積 データ前処理

データ処理サイクル

AIサイクルを考慮した「AI統合基盤」

コンテナオーケストレーション リポジトリ(コード、モデル、実行環境など）

データ基盤 CPU / GPUリソースプール
AI統合基盤

AI分析／学習
環境

AIアプリ
実行環境

AI

AIアプリ

アプリ
開発環境

デ
リ
バ
リ
ー

推
論
エ
ン
ジ
ン

デ
ー
タ
セ
ッ
ト

データ
加工環境

デ
ー
タ
蓄
積
へ
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産学連携による人材育成の仕組み（データサイエンティスト）

① AI教育に必要なGPUを含めた教育サービス環境を、ワンクリックで構築

② 重要な社内データも教育に利用可能な、セキュアなデータアクセス環境

③ 教育担当者は、受講者のデータや学習状況を一元的に管理可能

AI学習者

② オートデプロイ

AIコンテンツ
レポジトリ

AI教育コンテンツ
提供

e-Learning提供、
オンサイト教育

① 教育コンテンツ要求

AI教育者

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ

【
入
門
編
】

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ

【
デ
ー
タ
分
析

P
o
C
】

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ

【
演
習
編
】

③ Webアクセス

AI開発者 AI分析者
(サイエンティスト)

デ
ー
タ
分
析
環
境

AI教育・開発共通基盤

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ

A
I
開
発
環
境

オンプレミス Cloud

AI教育プラットフォーム利用イメージ

学習成果登録

AIコンペ
ランキングサイト
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産学連携による人材育成の仕組み（ビジネスデザイナー）

イノベーティブな人材
＝テクノロジー(工学系）×デザイン(クリエータ、デザイナー）

つまり
理工系教育 × 人文系教育

どのような育成が必要か？

知識 × 思考訓練 × 経験

思考訓練 ＝ 育成の場（空間） × プログラム

大学 企業
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◆思考の流れを作り出す コンセプト
ビジネス
アイデア

ユーザ体験
ストーリー

ビジネス
モデル

③Story Canvas

集中、拡散を導く照明

♪ ♪
Thinking
Desk

Thinking
Item

選
択
肢

時間

発散 収束 発散 収束

D.A.ノーマン「誰のためのデザイン」

【デザインのダブルダイヤモンド】

◆集中と拡散を繰り返す

産学連携による人材育成の仕組み（ビジネスデザイナー）
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コンセプトは「創造の空間」
◆BrainStorming DeskとDiscussion Wallにより創造性を促進

ストーリーを整理する壁

ブレーンストーミングが行える机（AGC社試作品)

産学連携による人材育成の仕組み（ビジネスデザイナー）
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産学連携による人材育成の仕組み（ビジネスデザイナー）

テーブルの状態を他拠点と共有AGC社試作品：デジタル共創テーブル

◆コンセプトは「仮想的な創造の空間」と越境
 イノベーションスペースを実現した空間の形成
（物理的には企業と大学に同様な施設を作り仮想的に空間を共有）
 クラウドでディスカッション情報をリアルタイムに共有（越境）
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産学連携による人材育成の仕組み（ビジネスデザイナー）

◆アイデア発想の訓練プログラム

＜プランナーのアイデア発想法＞
１．常にアイデア知見や知識を増やす。

→面白いと思ったことは探索。知らなかったことは調べる。世の中のビジネスケース・アイデア
事例をメモしておく。

２．知識・アイデアのブレンディング（〇×〇×〇・・・）→メモに記載
３．発想（考える・洞察する）する時間を増やす →アイデアメモを見ながら写真集を見る

→アイデアメモを見ながら動画を見る

想像力

アイデ
ア拡張

アイデ
ア流用

観察力

SCANPER

アナロジー
動物、物、植

物、看板

ブレンディング
IT×素材×人の

行動

洞察力 表現力

深考力

俯瞰力 言語化
モデリ
ング

ストー
リー

事例

画像/動画
による気

付き

なぜ、
なぜ

行動経済
学/心理学

行動、物、
風景、心理

ｼﾞｬﾆｰ
マップ

フレームワー
ク

（考具）

起承転結
4コマ漫画
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産学連携による人材育成の仕組み（ビジネスデザイナー）

◆デザイン思考による思考訓練プログラム

観察/共感

問題発見

課題の設定

テーマ/コンセプト
の設定

課題解決の手法
アイデア(HOW)

アイデアシートに纏める

アイデアを適用した時の
ジャーニーマップ作成

作ってみよう！

課題A
課題B

課題
課題課題

テーマ

マインドマップ

アイデアシート

時間軸で行動や活動を表現

工作

・観察力、
洞察力を鍛える

・問題発見力、
問題定義力を鍛える

・具体的なものを
一旦抽象化する力を鍛える

・論理的に考える
力を鍛える

・創造力、発想力を
鍛える

・表現力、文章力を
鍛える

・ストーリー力を
鍛える

バリューマップ

・実現力を
鍛える
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可視化したい特性・行動（評価項目） KPI

１ アイデアを数多く出せるか 積極性 カードの枚数

２ アイデアがどれだけ採用されたか 創造力 採用数

３ アイデアを広げられるか 創造力 拡張した数

４ アイデアをまとめる力があるか 抽象力・創造力 まとめた数

５ 因果関係をうまく結びつけられるか 論理力 結びつけた数

６ 結論付けがうまいか 抽象力 結論づけた数

７ 手際よく進められるか 推進力 時間

８
他の人に影響しているか（個人がどのグループに

所属し、どのような影響を及ぼしたか）
協調性 他者への影響度

◆デザイン思考による思考訓練を評価する
 可視化したい特性・行動を評価して訓練プログラムを見直していく
 このような評価指標を収集するのはアナログ（模造紙，付箋紙）では難しい

産学連携による人材育成の仕組み（ビジネスデザイナー）
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◆資金とビジネス化
 産学連携の教育に投入する資金をどう捻出するか。
⇒ 政府には頼れない？

 データ駆動型社会が生み出すビジネスのモデリング

産学連携による人材育成実践における課題

◆ビジネス視点の共有
 ビジネス視点でのデータ活用方法論
 人材教育のゴール共有（社会人教育と学生教育のゴールの違い）

◆大学、企業の多様性
 大学：理工系と人文系の多様性をどうプログラムするか
 企業：学生と多様な企業が参画する育成の場をどうつくるか
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最後に

日本が輝く超スマート社会

場の形成
（オープン

イノベーション）

事業の座組み
（エコシステム）

ビジネスモデル
（マネタイズ）× ×

産学連携でビジネスデザイナー、データサイエンティストの育成

エデュケーション・プラットフォーム



Copyright (c) 2017 ITOCHU Techno-Solutions Corporation 29

ご清聴ありがとうございました


